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論文要旨： 
2005 年 1 月から 2006 年 11 月までの東京医科大学病院メンタルヘルス科の初診患者 861 名（男性 406
例、女性 455 例、平均年齢±標準偏差：37.9±16.9 歳）を対象に、うつ病スクリーニングに用いられる
質問紙である CES-D(The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale)と、胃食道逆流症のス
ク リ ー ニ ン グ に 用 い ら れ る 質 問 紙 で あ る F-Scale(The Frequency Scale for Symptoms of 
Gastroesophageal Reflux Desease)を用いて、精神障害、抑うつ症状と胃食道逆流症状との関連を検討
した。その結果、胃食道逆流症状の合併（F-scale カットオフ値：10 点以上）は、軽症うつ病エピソー
ドで 51％、中等症うつ病エピソードで 60％、重症うつ病エピソードで 58％、適応障害で 53％、パニッ
ク障害で 50％、統合失調症で 46％などとなり、精神障害患者において高率に胃食道逆流症状が認められ
ることが明らかとなった。また、精神障害患者における抑うつ症状（CES-D 得点）と胃食道逆流症状
（F-Scale 得点）には相関が認められ、相関の程度は、特に、中等症うつ病エピソード、適応障害、パ
ニック障害、統合失調症、身体表現性障害などにおいて強かった。以上のことより、精神障害患者にお
いて胃食道逆流症状は日常的に認められる症状であり、その程度は抑うつ症状の程度と相関しているこ
とが明らかとなった。 
 
審査過程： 
1. 本研究の臨床的背景について具体的な説明がなされた。 
2. 精神疾患の薬物療法が胃食道逆流症の症状に与える影響について、適切な説明がなされた。 
3. 質問紙で評価された逆流症状が実際の胃食道逆流によるものなのか、精神症状によるものなのかと
いう質問に対して、両方の可能性があり本研究の限界点であるとの説明がなされた。 
4. 重症うつ病エピソードでCES-D得点とF-Scale得点の相関が低かったことについて説明がなされた。
5. 本研究結果の臨床への示唆について、適切な説明がなされた。 
 
価値判定： 
本研究によって精神障害患者における胃食道逆流症状の合併の状況が明らかとなった。また、抑うつ
症状と胃食道逆流障害との間に相関が認められたことは、今後の病態解明への示唆を含むものであった。
本研究の結果は今後の精神科診療における消化器症状の取り扱いに資するものであり、学位論文として
の価値を認める。 
